
医療法人社団慈生会 SDGs宣言
当院は、「・地域医療に貢献し信頼され愛される病院を目指します。

・安全・安心な医療を提供し、患者様の満足度向上を目指します。

・職員一人一人が幸せで働きがいのある病院を目指します。」

という病院理念のもと、事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

地域医療に貢献する病院 安全・安心な医療の提供
患者様や地域の人々の健康と命を守り、いつまでも

住み続けられる健康で明るいまちづくりを進めます。

地域医療に貢献し、皆様から信頼され愛される病院を

目指します。

医療環境の変化や多様なニーズに対応し、患者様

の目線に立った質の高い医療の提供に努めます。

安全・安心な医療を提供し、患者様の満足度向上を

目指します。

【主な取り組み】
地域に根ざした医療サービスの提供、地域救急医療

の提供、地域包括ケア病棟の認定、地域連携室の

開設（他施設との連携強化）

【主な取り組み】
院内感染対策、医療安全対策、厳正な情報

管理、患者様の声の収集と改善活動、在宅

サービスの提供（訪問看護、訪問診療等）

働きがいのある職場 環境への配慮
職員の負担軽減・処遇の改善に取り組み、一人一人

が幸せで働きがいのある職場を目指します。教育機会

の提供、技術・技能の伝承に努め、職員のキャリア

形成を支援し、地域医療を担う人材を育成します。

職員の環境意識の醸成に努めるとともに、省エネ・省

資源・リサイクル等を通じて、環境に配慮したより良い

医療活動を目指します。持続可能な社会の実現に向

けて、環境に配慮した設備等の導入を推進します。

【主な取り組み】
ハラスメント対応（研修の実施、相談窓口の設置等）、

職員の負担軽減・処遇の改善・健康増進、働きやすい

職場環境づくり、OJTによる技術・技能の伝承

【主な取り組み】
省エネの励行、医療廃棄物の分別、廃棄物の削減・

リサイクル、水使用量の削減・井戸水の活用

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


